

































& Ito， 2008; 高沢・伊藤， 2009a）。具体的には、ネガティブな思考や感情状態が繰り返される「反復性」（repetition）、
その反復に対して対処不能になっている状態を示す「傍観性」（remaining on the sidelines）の概念から構成され、

































⑤　 反復的　対　変容的体験（Repetitive vs. Modiﬁable）：構造拘束的な体験様式においては、単一のネガティ
ブな解釈のみが繰り返される。一方、過程進行中の体験様式においては物事の多面的な解釈、あるいは新
たな解釈が可能である。












にとって重要であるとし、フォーカシングという技法が 6段階式で詳細に紹介された（e.g.， Gendlin， 1981）。
①　 空間づくり（clearing a space）：広い空間をイメージするなど、現在の気がかりな出来事から距離を取るよ
うにする。
 ②　 フェルトセンス（felt sense）：気がかりな出来事はどのようなものかについて、やや抽象的に考える（e.g.， 
気がかりは何か？）。




























































































　解釈水準理論（Liberman & Trope， 2008; Trope & Liberman， 2010）とは、心理的距離（行動の主体と対象との





　Trope & Liberman （2010）によると、Rosch （1975）によるカテゴリ化理論（Theories of categorization）、Medin 
& Smith （1984）による概念形成（Concept formation）、Vallacher and Wegner （1987）による行為認証理論（Action 









　Medin & Smith （1984）による概念形成の知見からは、カテゴリ化が起こるのはあくまでも類似性に依拠して
のみであり、ファジー集合論が単に複雑な事象を抽象化することで捉えるだけでは不足とした。
　Vallacher & Wegner （1987）による行為認証理論では、単一の行為も様々な水準で表現されることから、行為
自体に階層構造が存在することを示した。例えば「兵役に志願する」という行為は「国の安全を守る」という
抽象的な目標から「書類に記入する」という具体的な手段まで、異なる水準で表現されうる。






を含んだ 4つの距離次元において、距離と表象との連関関係が一致していることを示し（Bar-Anan et al.， 







報は抽象的で一貫しており、望ましさを喚起させ、より高次の目標・価値や使用意図、Why type question （i.e.， 
なぜその行動を行うのか）に関する表象が活性化する。情報が低次表象によって処理されることを低次解釈
（low-level construal）といい、これによって処理される情報は具体的で状況依存的であり、実行可能性を喚起









































略を過剰に学習している。このため、顕在的な指標のみならず IAT や Stroop課題のような潜在指標によっても、
表象の抽象度と心理的距離の自動的な連合が観察されるのである。
　抽象度と距離の連合のみならず、距離の次元同士も連合が形成されている（Bar-Anan et al.， 2007; Stephan， 
Liberman & Trope， 2010）。社会的距離を反映する指標として空間的距離の測定が用いられることはよく知られ











れている（e.g.， Williams & Bargh， 2008， Study4）。また、仮想的距離を操作し他の距離との連動を検証した研





脳部位の関連が示されている（Mitchel， Ames & Gilbert， 2008）。自分と類似点を持つ人や現在の自分は副側内
側前頭前皮質（ventral mPFC）、自分と類似点の少ない人や未来の自分は背面内側前頭前皮質（dorsal mPFC）
の各領域で処理される。また、低次解釈を行う際には副側内側前頭前皮質、高次解釈を行う際には背面内側前
頭前皮質が処理を行っている （Amodio & Frith， 2006; Badre， 2008; Mitchell， Macrae & Banaji， 2006; Koechlin & 
Summerﬁeld， 2007; Ramnani & Owen， 2004）。同じ神経基盤を共有することによって、心理的距離と解釈水準と
の連合の基礎となっている。
（７）解釈水準や心理的距離が自己制御の成功に及ぼす影響









Freitas， Salovey & Liberman （2001）は、有益だが耳の痛いフィードバックを受けたとしても、フィードバック
までの時間的距離が遠いほどそれに耐えられることを示した。また、子どもの満足の遅延における研究では、
対象（e.g， お菓子）までの時間的・空間的距離が大きいほど、誘惑を我慢することができた（Metcalfe & 

























外になっているために、Hotシステム（Metcalfe & Mischel， 1999）の活性が弱まるため、それに伴い感情反応
性も弱まると考えられる。自己没入的な思考（i.e.， 自己から距離を置かない思考）が感情反応性を高めること
は他の研究でも再現性が示されており（e.g.， Watkins， Moberly & Moulds， 2008）、頑健な現象といえよう。
（９）心理的距離が自己制御・感情制御に及ぼす効果の背景




















































（Kawakami， Phills， Steele & Dovidio， 2007）。物理的距離は心理的距離の 1次元であり、物理的な近さは心理的





象される（Liberman & Trope， 1998， 2008; Trope & Liberman， 2003， 2010）。そのため、接近行動と具体的表象、
回避行動と抽象的表象が連合している可能性がある。例えば Glenberg & Kaschak （2002， study 1）は、接近回
避行動を示す動作がメッセージの伝える意味と一致した場合に判断速度を促進し、不一致の場合は干渉のため
遅延が起こる「行為文章一致効果（Action-sentence Comparability Effect， 以下 ACE）」を示した。具体的には、





























断しやすい（e.g.， Cornell， 1991; 福盛， 2000）ことが挙げられる。この問題の背景としては、構造拘束的な体
験様式に陥っている個人がネガティブな情報について繰り返し具体的に考え続ける（i.e.， ネガティブ表象に対
する接近行動）ためであると考えられる。また、一般に反すうに陥った個人がネガティブ表象について考え続
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